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本号の特集は三木健司先生による「オンライン診療
への取り組みと今後の展望」です。最近ではオンライ
ン会議や，完全オンラインあるいはハイブリッド方式
での学会もすっかりおなじみになり，かえって移動の
手間が省けるので重宝している方も多いのではないで
しょうか（私もそうですが）。近年の ICT や AI に代表
されるテクノロジーの進歩は著しく，これらの技術に
対する医療分野の期待はとりわけ大きなものです。特
にオンライン診療については高齢化による受診困難者
への対策や医師偏在対策など様々な面で期待されてお
り，政府としても以前から遠隔医療技術の活用推進の
方向性を打ち出しています。また新型コロナウイルス
感染症の広がりに伴い，感染に対する不安から患者の
病院受診控えがみられる中で，必要に迫られてオンラ
イン診療が一気に進むのではないかと予測されました。

しかし実際はというと，未だにオンライン診療に対
応している医療機関はごく一部にとどまっており，特
に整形外科領域ではほとんど進んでいないのが現状で
す。この原因としては，オンライン診療の診療報酬上
の位置づけに時間がかかったこと，また対面診療とは
異なる様々な規制がオンライン診療に課せられている
ことなどがあると考えられます（三木先生の項，岸
本・木下先生の項参照）。しかし海外では既にオンライ
ン診療が通常診療の一部になっている国もあり，わが
国でも厚生労働省が少しずつ規制緩和に取り組んでい

ます。本特集では厳しい規制の中でも様々な工夫をし
てオンライン診療に取り組んでおられるという事例の
紹介もあり，今後オンライン診療を取り入れようと考
えておられる方々には大変参考になるのではないかと
思います。

一方で対面的な要素をなくすことは，患者との直接
的な接触が減少するということであり，医療従事者側
としてはそのあたりの懸念があるのは確かです。治療
のことを「手あて」と呼ぶことからもわかるように，
患者に触れることによる治療的な効果は決して馬鹿に
はできません。特に整形外科では徒手的な診察が重要
で，これは中々オンラインでは再現できないように思
います。また少し話は異なるかもしれませんが，スキ
ンシップによって神経ペプチドであるオキシトシンの
分泌が促進されて心の安定化やストレスの軽減にもつ
ながることが報告されており，「触れる」ことの重要さ
は科学的にも指摘されています。尊敬する William 
Osler 先生の言葉として「3 時間の机上での勉強より
ベッドサイドの 15 分が勝る（Fifteen minutes at the 
bedside is better than three hours at the desk.）」とい
うものがありますが，15 分にオンライン診療は含まれ
るでしょうか？　バーチャルリアリティーなどが充実
すれば可能かもしれませんね。

 （田中　栄）
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